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腐食性ガスの発生ずる環境で使用しない1 



範囲びなてる場所での 
使用をお勧めします。 


添付の電源コードび届く 
範囲にちるコンセント 
または UPS 


AC 100 V 、 平行二極 
アース付きのコンセ 
ントまたは UPS 




前後^ mU 上、在ち日 0 cm 
む上、高さ 40 cmU 上の 
スペースびとれる場所 




B ネジ B (を1本)でマウントホルダーを取り付け 
る。 




それぞれのエンボスをボス穴にはめ込んでください。 
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ユーザーブガイドを読む 


ユーザーズガイドはバックアップ CD-ROM の中に格納されています。ユーザーズガイドは 
Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルで、巧の HTML ファイルか6表示させることびできます。 


<バックアップ CD-ROM>:/manual.html 

ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うためのを意事項や 
Startup (31//‘づ6では記載されていないセットアップに関する詳細な 
説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。ま 
た、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに 
関する情報も記載されています。本装置を取り扱う前にぜひお読み 
ください。 


な 


i B 应博巧上のごを意-おう 
化はじめに 
田 la 本害について 


田な5保甲巧巧ソフトウエ 
田应6システムのな服:コン； 
； 7か陣かな?と思ったとち 
階巧錄 A 仕梯 
应か踰なザサ-ビスを 


句 


PDF ファイルを閲覧するため(こは 、 Adobe Reader 日本 
語版が必要です 。 Adobe Reader はアドビ社の Web サイト 
か6無償でダウン□ー ドすることができます化け P :// 
www . adobe . co . jp ) 。 _ 

製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
にお間い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトか6ダウン□ー ド 
することができます （ h 打 p :// nec 8. com / 一 [サポート情報]をクリ、ソクしてください）。 



マウントブラケツトの取り付け 

マウントホルダーの取りがけ 

コアナツトの取り付け 

サポートブラケツトの取りがけ 

本体の取り付け 

本体の固定 〔ま] 

フ□ントべゼルの 
取り付け 



dm 


じま]エクステンション 
ブラケットはラ 、ソク 
の奥行きが700 mmJ：i 
上のときに必要。 

ラックの設置や本体の取り付けは必ず 
複数名で行ってください。 


D マウントブラケットのネジ穴と本体側面のネ 
ジ穴を合わせ、ネジ A (を2本)で固定する。 


▲ 添付のバックアップ CD - ROM 、 インストール/初期導入設定用ディスクは、再セットアップ 
Om の時に必要となりますので大切に保管しておいてください。 

* EXPRESSBUILDER CD - ROM の中には「ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されてい 
ます。ユーザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 


Express 5800 /LB300 目 


はじめにお読み<ださい 


^Startup Guide 


NEC 


箱を開けてか5本装置の初期設定を完 
了ずるまでの手順を説明します。 

このスタートアップガイドに従って作 
業して < ださい。 

添付品を確認ずる 


スタートアップガイド 

856 - 126855 - 006-00 2007 年 4 ち初版 

111111111111111111 

© NEC Corporation 2007 
製 社の許可なく 複製- 改変などを行うことはでをません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


姻包箱を開け、添付品がそろつていることをお 認 してください（ご ミ 主文の構巧により、下記 
«かの添付品び同姻されている場合びあります)。 


• 本体 
• 電源コード 
• フ□ントべゼル 
• セキュリティキー（フ□ントべゼル 
内側に貼り付けられています） 

• ラック搭載用取り付け部品 
(ステップ 4 を参照） 


• ソフトウ卫アパ、ソケージー式 
(バ、ソクアップ CD-ROM 含む） 

• EXPRESSBUILDER CD - ROM * 

• SystemGlobe DianaScope 
Additional Server Licenced ) 
( DianaScope のライセンス） 

• お客様登録申込書 


保証書(本体捆包箱に貼り付けられ 
ています） 

使用上のごを意 
スタートアツプガイド(本書） 


A ま意 


I は2人な上で装置の底面をしつかりと持つて運んでください。 

で日、油、煙のをい場所、また直射曰巧の结たる場所に設置しないでください。 
れている電源コードな巧を巧用しないで<ださい。 

:指定の電圧、コンセントに接続して<ださい。 

:タコち配線にしないで < ださい。 






• 取り付けは1人でもできますが、なるべく複数 
名で行うことをお勧めします。 

• 本体の上下に搭載されている装置とぶつかる場 
合は、いったん本体を取り出して、サポートフ'' 
ラケットの固定位置を調整してください。 

@本体の前面をゆっくりと押してラックへ完全 
じ押しジ^み、セットスクリューでラックに固定 
する。 



の内側のブラケット) 



ブラケット A 
(マウントブラケット 
の外側のブラケット) 



、ソメに引つかかるまで 
差し込む 


③エクステンションブラ 
ケットをネジ C (1 本)で 
固定する。 



④ブラケツト A をェクス 
テンションブラケット 
に差し込む。 



h コアナットを取り付けた位置にサポートブラ 
ケット前後のフレームををわせる。 



サポートブラケットの連結部分にある穴がもう一方の 
サポートブラケットでふさがれていることを確認して 
ください。少しでも隙間がある場合は、エクステン 
シヨンブラケットを取りがけてください。隙間が見え 
る状態ではサポートブラケットの連結部分の強度が維 
持できません。力が力□わると連結部分が外れてしまう 
おそれがあります。 
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ケーブルを接続ずる 


本が背面に LAN ケーブルを接続したを、添付の 電源 コードを接続します。ユーザーズガイド 
の2章を参照して < ださい。 

シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 


二重化を構築する本装置 
(二重化の場合のみ） 



ワーク 


(ただし、 AFT / ALB 時は、 LAN ポート1と同じ 


ネットワーク） 

引を続をシステムのセットアップをしまず。 裏脈ご篡<ださい 。時時時 


A 安をに関するご注意 



装置をセットアップする前に r ユーザーズガイド J の 
r 使用上のごま意 -おずお読みく だを い - J 
をお読みの上、注意事頃を守って正し<七ットアップして<ださい。 

• めれた手で電源プラグの巧を是しをしないで<ださい。感電するおそれがありまず。 

• 内蔵型オプションの取り付け-取りかしは電源コードをコンセントか S 巧いて巧つてください。 

• 雷が鳴り出した5ケーブルおをさめ装置に触 S ないで<ださい。落雷による感電のおそれびあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記載をれている内容を除を、分解•修理-改造を巧わないで<ださい。 


持ち運びの隐 
化、湿気、旧 
装置に添付さ 
電源コードロ 
電源コードは 
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本がを敦屋する 


本化を EIA 規樹こ適合した19型(ィ 
ンチ)ラックに設置します。 

(プラスドライバ-マイナスドライバが化要） 


取り付け部品の磕認 

① マウントブラケット 

② マウントホルダー ( L ) 

③ マウントホルダーが） 

④ サポートブラケット 
⑥エクステンション 

ブラケット 


⑥ フ□ントべゼル 

⑦ コアナット 

⑧ ネジ A ( IV 14, 6 mm ) 

⑨ ネジ B ( IV 13, 6 mm ) 

⑩ ネジ C (皿ネジ， M 3, 6 mm ) 
⑩ネジ D ( M 5, 10 mm ) 



作業の流れ 


g 本体を取り付ける位置搞さ）を確認してか6〕 
アナ、ソ トをラック フレー ムのス □、ソ ト（角穴）じ 
取り付ける（前面/背面とわ片側に2個ずつ)。 



1 U (1 U を 
示す刻巧 
がある） 


ラック背面 

(1 U 間にある3つのス （1 U 間にある3つのス□ツトの 
□ットのうち上と中央うち上と下に取り付ける） 

の2つに取り付ける） 

* コアナットはラック内側か6マイナスドライバなどでコ 
アナ、ソトのクリップをス□、ソトじ引っかけてください。 

Q くラックの奥行きが700 mm じ(上の場合のみ〉 


①マウントブラケットを引き 
延ばし、分解する。 

ブラケット目 
(マウントブラケット 


②エクステンションブラ 
ケットをブラケット B 
に差し込む。 


@サポートブラケットを支えながらネジ D (左ち 
各3本)で固定する。 



ラック背面側 


□I 

ち 


• コアナットのネジ穴がサポートブラケットのネ 
ジ穴の中央に位置するように固定してくださ 
い。 

• 装置を搭載したときに上下に搭載されている装 
置とぶつかる場合は、取り付け位置の調整が必 
要になります。 

Q 本体前面が手前になるように持ち、本体側面 
のマウントブラケットをサポートブラケットじ 
差し;入れ。 



ッるずる 

ラず必せ 

の置はさ 

数設き結 

複をと連 
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セットアップを開始します。2〜3分ほどで 
完了します。 

函フ□、ソピーディスクドライブのアクセスラン 
プが消なしていることを確認して、インス 
卜ール/初期導入設定用ディスクを取り出す。 

セットアップに失敗した場合はビープ音を鳴 
らした後、自動的に電源が OFF ( POWER ラ 
ンプ消の）になります。その場をは、 
Windows の^メモ帳」などを使ってインス 
トール/初期導入設定用ディスクに書き出さ 
れる□グファイル nogging . txt 」 を開いてエ 
ラーメッセージを確認し、トラブルの解みを 
試みてください。 

エラーメッセージの意□ホについては、ユー 
ザーズガイドの3章 r システムのセットアッ 
プ」-「セツトアップに失敗した場合」を参照し 
てください。 


函死活監視のちまを選択する。 

〇二重化(フェイルオーパー型クラスタ構成)時 
の死活監視冗長化に関する設定を選択する。 
0 [次へ]をクリックして次に進む。 



「システム構成設定」と r 冗長構ぶ設定」は、 
Management Console の「システム」アイ〕 
ンー 「 LB 基本設定」で変更できます。 

圃[完了]をクリックする。 

入力した内容がインストール/初期導入設定用 
ディスクに書き込まれます。設定完了のメッ 
セージが表示されるまでフ □、ソ ピーディスク 
ドライブから取り出さないでください。 

設定内容を変更したいときは、[戻る]をク 
リックしてください。 

圆 [0 K ] をクリックし、インストール/初期導入設 
定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り出す。 

インストール/初期導入設定用ディスクは再セッ 
トアップの際にも使用します。大切に保管して 
ください。 


7 初期導入設定情報を 

口ードずる 

インストール/初期導入設定用ディス 
クの内容を本はに□ー ドして初期セットアップを 
します。詳し<はユーザーズガイドの3章の r シス 
テムのセットアップ J 一 r システムのセットアップ J 
を参照して<ださい。インストール/初期導入設定 
用ディスクは再セットアップの際にを使用します。 
セットアップの完了をを大切に保管してくだをい。 

のステップ6で作成したインストール/初期導 
入設定用ディスクが ライトプ□テクトされ 
ていない ことを確認して、本体のフ□、ソ 
ピーディスクドライブにセットする。 

国本体の電源を ON じする。 

POWER ランプ POWER スイ、ソチ 

DDDll ミ ロ IlDI 


面死活監視冗長化 LAN 用ネットワークの設定をする。 
ここで設定する情報は LAN ポート2 ( システムか 
6は目化1ポートとして扱われます）に对するもの 
です。設定は任意ですが、本装置を二重化(フエ 
イルオーバー型クラスタ構成）し、コーディネー 
夕、バックアップコーディネータ間で死活監視冗 
長化 LAN として利用する場合は設定が必要で 
す。ただし、オプション N にを増設している場合 
は、オプション N にが死活監視冗長化 LAN に使用 
されますので必要ではありません。なお、初期導 
入設定後に AFT / ALB を構築する場合は設定不要 
です。また、入力するネットワークアドレスは、 
LAN ポート1、オプション N にとは別のアドレス 
にしてください。 

〇タイプミスのないように各値を入力する。 
0 [次へ]をクリックして次に進む。 



团オプション N にの設定をする。 

ここで設定する情報はオプション N に（システム 
か6は eth 2 ポートとして扱われます）に対するも 
のです。設定は任意ですが、オプション N にが増 
設されている場合、本装置の二重化時に （LAN 
ポート2の代わりに） LAN の死活監視冗長化 LAN 
として使用されますので、死活監視冗長化 LAN を 
使用する場合は設定が必要です。オプション N に 
を増設していない場合は設定不要です。また、入 
力するネットワークアドレスは、 LAN ポート1、 
LAN ポート2とは別のアドレスにしてください。 

〇タイプミスのないようじ各値を入力する。 
〇 [次へ]をクリックして次に進む。 



面本装置の利用形態を選択する。 

〇本装置2台を二重化（フェイルオーバー型ク 
ラスタ構成）にする場をは一ちを[コーディ 
ネータ]、もう一ちを[バックア 、ソプコ ー 
ディネータ]として選択する。1台で構成す 
る場合は、[コーディネータ]を選択する。 
© [次へ]をクリックして次に進む。 



なお、「システム構成設定」は 、 Management 
Console の「システム」アイコンー 「 L 目基本設定」 
で変更できます。 


仁初期導入設定情報を作 
〇成ずる 

本装置をインターネット装置として運用 
するために最低限が要となる設定情報びな巧をれた 
ディスクを作がします。添付の r インストール/初期 
導入設定用ディスク J と Windows ( XP / 2000な底 
を推奨)を用意して<ださい。詳し<はユーザーズガ 
イドの3章を参照して<ださい。 

丘] Windows を起動する。 

国フ□、ソピーディスクドライブじ添付の「インス 
トール/初期導入設定用ディスク」をセットする。 

インストール/初期導入設定用ディスクは ライト 
プ□テクトされていない状態 じしてください。 

函エクスプ□ーラなどからフ□ッピーディスクド 
ライブ内の「初期導入設定ツール 
( S ね 「 tupConf . exe )」 を起動する。 

InterSec LB 初期導入設定ツールが起動します。 
ツールはウィザード形式で進みます。入力した内容が 
間違っている場合は先に進めません。警告メッセージ 
じ従って入力内容を確認-修正してください。 

E 管理 PC か6本装置に□グインする際のパスワー 
ドを設定する。 

〇初めて設定する場合は本装置に添付の「管理者 
用パスワード」に記載されたパスワードを入力 
する。すでに本装置の設定をすませている場 
合は、設定済みのパスワードを入力する。 

0 admin で□グインする場合のパスワードを 
設定する。 

〇 0で入力したパスワードを入力してパス 
ワードの確認をする。 

〇 [次へ]をクリックして次に進む。 


パスワードは画面に表示されない （r ネ」で表示される） 
ため、タイプミスのないようにま意する 

面負荷分散データ用ネットワーク （ LAN 上のネット 
ワーク）の設定をする。 

ここで設定する情報は LAN ポート1(システムか6は 
ethO ポートとして扱われます）に対するものです。 
〇タイプミスのないように各値を入力する。 

〇セカンダリネームサーバがを在する場合の 
み入力する。 

〇 [次へ]をクリックして次に進む。 


之/ ホスト名を入力してください。入力の際には、 

\ '0- FQDN の形式（マシン名.ドメイン名)の形まで入力 
心ら/卜してください。 

ーラベルしで区切られた部分)の先頭、末尾が a-z，0- 
9であること 

-ラベルの途中の文字が a-z， 0-9,ハイフン (-) で構成 
されていること 

ーホストをとドメインをとをわけるドットし)が最低ひ 
とつは有在すること 
ーラベルすべてが数字ではないこと 



呂呂 

呂吕 

呂吕 



『岩口 


〇 
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システムに a グインする 


管理 PC か6システムへち続でをることをお認します。詳細は、 
ユーザーズガイド4章の r システムの管理 J を参照して < ださい。 


田クライアント PC 上で Web ブラウザを起動する。 

国 Web ブラウザが、プ□キシを経由させない設定になっていることを確認 
する。 

函「アドレスほたは場所など)」じ 「 https :// く本装置に割り当てた IP アドレ 
スまたは FQDN 〉: 50453/」と入力する。 

函セキュリティの警告画面で[はい]をクリックする。 



面[システム管理者□グイン]をクリックする。 


Management Console 

for Svstein Administrator 

画 

苗苗ち ; 

Man 巧 en 

なぉ Mans 

ンス テム管巧をロヴイン 

. A 

A ルフ 

. 注 

wW Cc がかの 脱乍 • 裝をを巧う脚; Lh 記ヘルプをこ芭くだみ、 

cement Console にはを面面ことじ讨なする[ヘルプ]へのけ y ウが 
ら上1ぶ示されます ♦ 巧らについな、こき昭くだみ、 

NECCopyright(C) NEC Corporation 2000-2007 


面ステップ6で入力した管理者アカウント名とパスワードを入力し、□グイ 
ンする。 



ユ - ザ - る ( ぶ： 1C I J 

バスヮ - ドが： I— ■ 

厂バスワ - ドを記巧する (B) 



キャンたル 


管理者用の卜、ソプページが表示されます。 
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NTP の設定する 

LB を含めたシステム全体の時刻同期、正 


巧な□グ採取のために、 NTP の設定をお勧めします。 


Management Console のトップぺージか5[サービ 
ス]をクリックします。 




表示された画面より [ 時刻調整 
( ntpd )] をクリックすると、設定画 
面が表示されますので、設定を行い 
ます。 

なお、 L 目を二重化（フェイルオー 
バー型クラスタ構成）している場合 
は、2台とも設定を行います。 



負荷分散環境を提築する 


Management Console のトップ 
ぺージか 5[ LoadBalancer ] をクリックしま 
す。 


[LoadBalancer 


このページで負荷分散ち式やさ 
まざまな負荷分散機能の設定を 
します。詳しくはユーザーズガ 
イド3章の r 負荷分散環境の構 
築」を参照してください。 
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Express5800/LB300e (N81 00-1347) 


つンテンツデ y パ 


;れま化 广广のりイントラネ，卜 

V 機能の設定をずる 


各分散ノー ドび保持するコンテンツの 
同期処理機能を設定します。この機能により、コン 
テンツの取得-配信-公開と いつた一 連の流れの中 
の同期処理を任意のスケジュールで管理することび 
でをます 。 Management Console のトップぺ一 
ジか5 [コンテンツデリバリ機能]をクリックしま 


積 


デリバリ淵目 


す。 


詳しくは、バックアップ CD - ROM じある Express 5800 / LB シリーズコンテ 
ンツデリバリ機能ユーザーズガイドを参照してください。 


くバ、ソクアツプ CD-ROM 〉 :/manual.html 


[ 本機能を使用しない場 S ホ、設定の必要はありません。 


方つ ESMPRO / ServerAgent の設定 
Ij ぞする 

本がのが態を監視するソフトウエア [ ESMPRO / 
ServerAgentJ びインス!>ール巧みです。ファンやマザーボード、八ード 
ディスクドライブ、本はの温度などを監視するこのソフトウエアの設定（しを 
い値やイベントの通報先)をします。 

詳しくは、バックアップ CD にある ESMPRO/ServerAgent ユーザーズガイド 
を参照してください。 

くノ\'、ソクアップ CD-ROM 〉 :/nec/Linux/esmpro.sa/doc/use 「 s.pdf 


夕 


AFT / ALB の設定をずる 

AFT / ALB ( LAN の二重化)の設定を行わ 


れる場合は 、 Management Console のトップぺ一 
ジか5[システム]をクリックします。 



接続に使巧するクライアントマシンによつては基線が文字化けすることがあ 
りますが、それぞれの機能は問題なく動作します。 

なお 、 Management Console のトツプぺージから[サービス]-►[ネ、ソトワー 
ク管理エージェント （ snmpd )] をクリックし表示される画面でも、設定を 
行ってください。 


表示された画面より [ AFT / ALB モード] 
をクリックすると、設定画面が表示され 
ますので、設定を行います。 


モード設定 


f 標華 （ AFT / ALB なし) 
广 AFT モード 
广 ALB モード 

關I 


本機能を使用しない場含は、設定の必要はありません。 
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ミ理コンピュータのセツトアップをする 


本装置をネットワーク上か6管理-保守するソフトウエアを管理 
コンピュータにインス!^ールします。ソフトウェアは、本化に添付の 


FEXPRESSBUILDER ( S 口 CD - ROMJ に含まれています。管理コン 
ピュータの CD-ROM ドライブに rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD-ROMJ 
をセツトすると表示をれる r マスターコントロールメニュー J か6それぞれイ 
ンストールすることびでをます。詳し<はユーザーズガイドの5章を参照して 
<ださい。 


な上で完了です。 








































































































































